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といった機能が求められており、それらを解決できる安心な耐火被覆材です。

による問題解決
耐火被覆材は人命、財産を守る機能材です。
様々なデザイン建築物が増えており耐火被覆に

は現在、世の中に求められている耐火性能に+αを満たす耐火被覆材です。

耐火テクトの施工、その他お問合せ等は当社にご相談ください。

1. 屋外耐久性 2. デザイン性 3. 工期短縮

※「耐火テクト」は関西ペイント㈱の商品です。

新事業所長登場

Ｗ
Ｅ
Ｂ
日
刊
産
業
新
聞
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ノブハラ
ス
ク
リ
ュ
ー
メ
ッ
シ
ュ

建
築
・
土
木
向
け
拡
販

全
工
場
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
証

新
製
品
開
発
も

笠
岡
に
本
社
移
転

笠
岡
に
本
社
移
転

光
陽
産
業
、地
域
貢
献
目
指
す

売上高の発生時点透明化
「収益認識に関する会計基準」が強制適用「収益認識に関する会計基準」が強制適用

上
場

企
業

原
材
料
販
売
に
影
響

広島・中板

需
給
ひ
っ
迫
で
一
段
高

流
通
、在
庫
確
保
に
危
機
感

2
月
九
州
粗
鋼
生
産

5.8
％
減
少
109
万
㌧

1月

造
船
竣
工
量
24
万
㌧

九
州
管
内
、62
％
減
少

20年度

中
国
地
区
の
公
共
工
事

請
負
金
額
4.5
％
減

10―12月造船
受注量33％減

中国地区

3
月
件
数
1
％
増

線
材
加
工
、
溶
接
金
網
メ
ー
カ
ー
の
ノ
ブ
ハ
ラ
（
本
社
＝
岡
山
県
備
前
市
、
延
原
巌
社
長
）
は
、
ね
じ
り

角
鉄
線
「
ス
ク
リ
ュ
ー
バ
ー
」
と
同
角
鉄
線
を
使
っ
た
溶
接
金
網
「
ス
ク
リ
ュ
ー
メ
ッ
シ
ュ
」
の
シ
ェ
ア
拡

大
を
目
指
す
。
4
月
ま
で
に
全
4
工
場
で
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
認
証
を
取
得
、
建
築
・
土
木
分
野
で
の
普
及
を
図

る
。
鋼
製
フ
ェ
ン
ス
や
合
成
ス
ラ
ブ
、
コ
ン
ク
リ
二
次
製
品
向
け
な
ど
新
た
な
製
品
・
用
途
開
発
に
も
取
り

組
む
。優
れ
た
特
性
や
価
格
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、従
来
製
品
か
ら
の
置
き
換
え
を
加
速
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

ね
じ
り
角
鉄
線
は
、
線

材
を
四
角
形
に
伸
線
し
、

一
定
間
隔
で
ね
じ
り
加
工

を
施
す
こ
と
で
、
従
来
の

鉄
線
と
同
じ
強
度
を
保
ち

つ
つ
軽
量
化
を
実
現
し
た

も
の
。
ね
じ
り
角
鉄
線
で

作
っ
た
溶
接
金
網
と
と
も

に
、
2
0
1
9
年
に
日
本

産
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
が

制
定
さ
れ
た
。

ノ
ブ
ハ
ラ
で
は
こ
れ
を

受
け
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
証
の
取

得
手
続
き
を
進
め
、本
社
、

関
東
（
栃
木
県
茂
木
町
）、

九
州（
福
岡
県
大
牟
田
市
）

の
3
工
場
で
認
証
を
取

得
、
9
日
に
東
海
工
場

（
岐
阜
県
坂
祝
町
）
も
認

証
さ
れ
、
全
工
場
が
Ｊ
Ｉ

Ｓ
工
場
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
ス
ク
リ
ュ

ー
メ
ッ
シ
ュ
は
獣
害
対
策

用
途
や
ト
ン
ネ
ル
舗
装
工

事
で
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て

い
た
も
の
の
、
規
格
が
未

整
備
で
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
証
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

建
築
・
土
木
工
事
で
の
普

及
は
足
踏
み
状
態
だ
っ
た

と
い
う
。
ノ
ブ
ハ
ラ
で
は

Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
で
採
用
拡
大
に

弾
み
が
つ
く
と
み
て
、
販

路
拡
大
に
力
を
入
れ
る
。

2
月
か
ら
は
溶
接
金
網
大

手
の
ト
ー
ア
ミ（
大
阪
市
）

と
販
売
面
で
協
業
も
始
め

た
。同

じ
2
月
に
は
、
ト
ン

ネ
ル
、
護
岸
補
修
、
災
害

復
旧
工
事
な
ど
で
の
採
用

実
績
が
評
価
さ
れ
、
国
土

交
通
省
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ

（
新
技
術
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
）」内
の
識
別
が
新
技

術
「
Ａ
」
か
ら
効
果
評
価

済
み
の
「
Ｖ
Ｅ
」
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。

ス
ク
リ
ュ
ー
バ
ー
の
特

性
を
生
か
し
た
製
品
開
発

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
を
は

じ
め
鋼
製
フ
ェ
ン
ス
で
の

活
用
を
模
索
す
る
ほ
か
、

従
来
の
溶
接
金
網
に
比
べ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
付
着
性
が

高
い
こ
と
か
ら
、
合
成
ス

ラ
ブ
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

次
製
品
へ
の
適
用
に
取
り

組
む
。
単
独
で
は
難
し
い

分
野
で
は
、
建
材
メ
ー
カ

ー
や
商
社
な
ど
と
の
連
携

を
視
野
に
入
れ
る
。

今
後
の
需
要
拡
大
を
見

据
え
、
加
工
体
制
の
見
直

し
を
進
め
る
。
ス
ク
リ
ュ

ー
メ
ッ
シ
ュ
や
従
来
品
の

溶
接
金
網
の
生
産
能
力

は
、
全
工
場
合
わ
せ
月
間

5
0
0
0
―
6
0
0
0

㌧
。
今
夏
ま
で
に
本
社
工

場
へ
伸
線
機
2
機
を
導
入

し
能
力
増
強
を
図
る
。
現

在
、
ス
ク
リ
ュ
ー
メ
ッ
シ

ュ
の
生
産
比
率
は
50
％
ほ

ど
だ
が
、
需
要
増
に
合
わ

せ
比
率
を
高
め
て
い
く
こ

と
で
、
供
給
量
を
増
や
す

方
針
。延
原
吉
紀
専
務
は
、

「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
取
得
で
少
し

ず
つ
、
用
途
が
広
が
っ
て

い
る
。
数
年
後
に
は
全
量

を
ス
ク
リ
ュ
ー
メ
ッ
シ
ュ

に
切
り
替
え
た
い
」
と
話

す
。ノ

ブ
ハ
ラ
は
92
年
創

業
。
20
年
5
月
期
の
売
上

高
は
約
72
億
円
。
21
年
月

期
は
売
上
高
90
億
円
、
経

常
利
益
4
億
円
で
増
収
増

益
見
通
し
。
22
年
5
月
期

は
売
上
高
1
0
0
億
円
の

到
達
を
目
指
す
。

小
型
鋼
材
圧
延
、
金
属

熱
処
理
の
光
陽
産
業
（
本

社
＝
岡
山
県
笠
岡
市
、
来

山
尊
社
長
）は
3
月
下
旬
、

本
社
所
在
地
を
広
島
県
福

山
市
か
ら
笠
岡
市
の
生
産

拠
点
に
移
し
た
。
す
で
に

本
社
機
能
は
笠
岡
に
置
い

て
い
た
こ
と
か
ら
事
業
体

制
に
変
化
は
な
い
も
の

の
、
名
実
と
も
に
岡
山
の

企
業
と
な
る
こ
と
で
、
い

っ
そ
う
の
地
域
貢
献
を
目

指
す
。

福
山
市
の
旧
本
社
で

は
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
加

熱
、
圧
延
す
る
「
伸
鉄
」

で
丸
棒
製
造
を
行
っ
て
い

た
が
、
50
年
ほ
ど
前
に
生

産
を
終
了
。
本
社
・
生
産

機
能
は
1
9
7
0
年
に
建

設
し
た
笠
岡
工
場
へ
と
移

し
て
お
り
近
年
、
旧
本
社

敷
地
は
遊
休
地
と
な
っ
て

い
た
。
昨
年
、
隣
接
す
る

建
設
会
社
と
の
協
議
が
整

っ
た
こ
と
か
ら
譲
渡
を
決

め
、
今
年
3
月
22
日
に
登

記
上
の
本
店
も
笠
岡
に
移

転
し
た
。
旧
本
社
敷
地
の

売
却
益
は
工
場
拡
張
に
活

用
し
、
生
産
基
盤
の
充
実

を
図
る
こ
と
で
、
将
来
の

成
長
に
つ
な
げ
る
。

福
山
で
の
光
陽
産
業
の

歴
史
は
65
年
に
及
ぶ
。
55

年
に
か
つ
て
伸
鉄
業
の
聖

地
だ
っ
た
福
山
市
鞆
町
で

創
業
。
65
年
に
旧
本
社
の

あ
っ
た
福
山
市
田
尻
町
に

移
り
、
70
年
に
笠
岡
の
異

形
棒
鋼
工
場
が
完
成
し
た

後
も
し
ば
ら
く
稼
働
を
続

け
て
い
た
。

73
年
に
は
笠
岡
に
平
鋼

工
場
が
完
成
し
、
生
産
品

種
を
拡
大
。
82
年
に
は

「
熱
錬
部
」
を
新
設
し
、

熱
処
理
事
業
に
進
出
し

た
。
電
炉
メ
ー
カ
ー
の
生

産
拡
大
な
ど
を
背
景
に
伸

鉄
の
シ
ェ
ア
が
減
少
す
る

中
、
環
境
変
化
に
合
わ
せ

事
業
構
造
を
転
換
し
、
今

に
至
る
。笠
岡
で
は
昨
年
、

東
側
隣
接
地
の
造
成
を
終

え
、
工
場
拡
張
に
向
け
た

計
画
策
定
を
進
め
る
。
年

内
を
め
ど
に
計
画
を
ま
と

め
る
方
針
だ
。

来
山
社
長
は
「
旧
本
社

は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
見

て
き
た
場
所
で
愛
着
は
強

く
、寂
し
い
思
い
も
あ
る
。

造
成
地
の
活
用
を
含
め
、

よ
り
良
い
会
社
に
し
て
い

く
こ
と
で
、
改
め
て
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。

企
業
会
計
基
準
委
員
会
（
財
団
法
人
財
務
会
計
基
準
機
構
）
は
企
業
会
計
基

準
に
「
収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準
」
を
定
め
、
2
0
1
8
年
1
月
か
ら
の

事
業
年
度
か
ら
順
次
適
用
し
、
今
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
事
業
年
度
に
お

い
て
強
制
適
用
と
な
っ
た
。上
場
企
業
は
顧
客
と
の
契
約
か
ら
生
じ
る
収
益（
売

り
上
げ
）
に
関
す
る
会
計
処
理
お
よ
び
開
示
に
お
い
て
こ
れ
を
適
用
。
企
業
は

契
約
時
点
お
よ
び
契
約
履
行
中
に
売
り
上
げ
を
計
上
。「
工
事
契
約
進
行
基
準
」

な
ど
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
工
事
完
工
時
や
長
期
に
お
け
る
部
品
納
入
後

の
一
括
支
払
い
な
ど
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
収
益
認
識
会
計
基
準
の
適

用
で
法
人
税
法
も
変
更
。
返
品
調
整
引
当
金
制
度
と
長
期
割
賦
販
売
等
の
延
払

基
準
の
二
つ
が
廃
止
さ
れ
た
。
上
場
企
業
の
会
計
、
特
に
売
上
高
の
発
生
時
点

を
透
明
化
す
る
一
方
、
中
小
企
業
は
大
手
企
業
と
の
契
約
適
正
化
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

同
委
員
会
は
国
際
会
計

基
準
審
議
会
と
米
国
財
務

会
計
基
準
審
議
会
と
共
同

し
て
収
益
認
識
基
準
を
開

発
し
た
。

日
本
で
は
こ
れ
ま
で
、

売
り
上
げ
の
発
生
時
点
が

契
約
時
や
商
品
納
入
時
、

請
求
書
発
行
時
、
入
金
時

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。

新
基
準
で
は
第
17
項
で
①

契
約
の
識
別
②
契
約
に
お

け
る
履
行
義
務
の
識
別
③

取
引
価
格
の
算
定
④
契
約

に
お
け
る
履
行
義
務
に
取

引
価
格
を
配
分
⑤
履
行
義

務
を
充
足
し
た
と
き
に
ま

た
は
充
足
す
る
に
つ
れ
て

収
益
を
認
識
す
る
―
―
を

定
め
、
上
場
企
業
に
対
す

る
売
り
上
げ
の
定
義
を
定

め
た
。

第
19
項
で
は
、
顧
客
か

ら
対
価
を
受
け
取
る
前
に

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
と
き
は
「
契
約
資
産

ま
た
は
債
権
」
の
項
目
を

計
上
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
前
に
対
価

を
受
け
取
っ
た
場
合
は

「
契
約
負
債
」
を
計
上
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
。こ

れ
ら
の
基
準
で
、
金

属
業
界
に
も
上
場
企
業
の

営
業
や
管
理
部
門
で
変
化

が
出
て
い
る
。

た
と
え
ば
あ
る
上
場
企

業
が
鉄
骨
工
事
を
請
け
負

っ
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
は

工
事
完
了
後
に
入
金
が
あ

り
（
工
事
完
成
基
準
）、そ

こ
で
売
り
上
げ
を
計
上
し

て
い
た
。
今
後
は
工
事
が

進
む
に
つ
れ
て
、
毎
月
入

金
が
行
わ
れ
、
売
り
上
げ

を
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
つ
ま
り
こ
れ
ま
で

の
工
事
進
行
基
準
が
会
計

に
お
い
て
ベ
ー
ス
と
な

る
。
な
お
会
計
制
度
と
し

て
の
工
事
進
行
基
準
、
工

事
完
成
基
準
は
廃
止
さ
れ

た
。ま

た
、
第
1
0
2
項
以

降
の
解
釈
に
よ
り
、
鋼
材

加
工
品
の
販
売
も
影
響
が

及
ぶ
。
つ
ま
り
有
償
支
給

が
禁
止
さ
れ
た
。

Ａ
社
は
Ｃ
社
か
ら
工
事

あ
る
い
は
部
品
と
し
て
材

料
加
工
を
受
注
し
、
Ｂ
社

に
加
工
を
依
頼
。
Ｂ
社
は

加
工
後
に
Ａ
社
に
販
売

し
、
Ａ
社
は
製
品
と
し
て

Ｃ
社
に
販
売
す
る
。
こ
の

と
き
、
従
来
で
は
Ａ
社
は

Ｂ
社
に
材
料
を
販
売
し
、

売
り
上
げ
を
計
上
。
製
品

を
Ｃ
社
に
販
売
し
、
こ
の

と
き
も
売
り
上
げ
を
計
上

す
る
。

こ
の
場
合
、
法
律
上
の

所
有
権
は
移
転
し
た
が
、

会
計
上
で
は
材
料
を
預
け

た
こ
と
に
な
り
、
売
り
上

げ
に
計
上
で
き
な
い
と
す

る
。
上
場
企
業
は
今
後
、

無
償
支
給
に
よ
る
賃
加
工

が
中
心
と
な
る
。
な
か
に

は
「
売
上
高
は
ゼ
ロ
だ
が

利
益
が
計
上
さ
れ
る
取
引

が
で
て
く
る
」
と
商
社
筋

は
言
及
す
る
。

会
計
基
準
変
更
に
よ

り
、
上
場
企
業
は
18
年
1

月
か
ら
営
業
内
容
の
変
更

通
知
や
社
内
シ
ス
テ
ム
の

変
更
な
ど
の
作
業
に
追
わ

れ
た
。
ま
た
、
収
益
認
識

基
準
の
変
更
に
伴
い
、
今

年
度
は
特
に
工
事
完
成
基

準
を
採
用
し
て
い
た
企
業

で
売
上
高
が
減
少
す
る
見

込
み
。「
今
年
度
の
売
上
高

が
来
年
度
以
降
の
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
と
な
る
」（
流
通
企

業
役
員
）。

た
だ
、
一
般
投
資
家
の

中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
制

度
変
更
を
知
ら
ず
、
売
上

高
の
増
減
だ
け
を
見
て
株

価
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を

危
惧
す
る
声
も
あ
る
。

4
月
1
日
付
で
就
任
。「
最

新
の
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー

切
断
機
を
導
入
し
増
産
体
制

下
に
あ
る
中
国
事
業
所
を
任

さ
れ
る
事
に
な
り
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
同
時
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
る
」
と
抱
負
。

「
歴
代
の
方
々
が
築
き
上
げ

て
き
た
主
要
な
取
引
先
と
の

強
い
信
頼
関
係
を
維
持
し
、

さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
て

い
き
た
い
。
ま
ず
は
取
引
先

の
方
々
に
顔
を
覚
え
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
」と
語
る
。

産
機
事
業
部
で
の
営
業
一

筋
。
加
工
品
事
業
を
熟
知
す

る
こ
と
か
ら
経
験
を
生
か

し
、
穴
あ
け
や
曲
げ
、
機
械

加
工
、
溶
接
と
い
っ
た
二
・

三
次
加
工
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
建
材
以
外
の
新
規
分
野

で
の
拡
販
に
つ
な
げ
た
い
考

え
だ
。

中
国
事
業
所
は
営
業
・
工

場
合
わ
せ
約
30
人
体
制
。
フ

レ
ー
ム
プ
レ
ー
ナ
ー
1
基
、

Ｎ
Ｃ
ガ
ス
切
断
機
2
基
、
プ

ラ
ズ
マ
切
断
機
1
基
、
フ
ァ

イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
切
断
機
1

基
、
バ
ン
ド
ソ
ー
な
ど
を
備

え
、
建
材
向
け
の
切
板
を
中

心
に
、
中
国
・
四
国
地
区
で

事
業
を
展
開
す
る
。

昨
年
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
材
初
と

な
る
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー

切
断
機
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
溶
断
設
備
も
更
新
。「
増

産
に
備
え
設
備
面
は
充
実
し

た
が
、
工
場
は
や
や
手
狭
で

ス
ペ
ー
ス
の
制
約
が
あ
る
。

設
備
・
生
産
量
に
見
合
っ
た

今
後
の
人
材
確
保
も
課
題
」

と
言
う
。
現
状
、
月
間
加
工

能
力
は
約
9
0
0
㌧
規
模
だ

が
、
生
産
性
向
上
に
取
り
組

む
こ
と
で
1
0
0
0
㌧
へ
の

引
き
上
げ
を
目
指
す
。

前
年
度
か
ら
の
建
築
需
要

の
低
迷
で
、
足
元
も
厳
し
い

事
業
環
境
が
続
く
。「
マ
ー
ケ

ッ
ト
全
般
と
し
て
の
回
復
は

下
期
に
な
る
と
み
て
い
る
。

た
だ
、
幸
い
に
も
当
事
業
所

の
主
要
な
お
客
さ
ま
は
具
体

的
な
案
件
が
見
え
て
お
り
、

夏
ご
ろ
に
は
回
復
し
て
く
る

見
通
し
」
と
話
し
、
環
境
改

善
に
期
待
す
る
。

（
月
森

七
海
）

▽
井
村
敏
一
（
い
む
ら
・

と
し
か
ず
）
氏
＝
音
楽
関
連

の
仕
事
を
経
て
、
1
9
8
9

年
リ
バ
ー
ス
チ
ー
ル
（
現
Ｊ

Ｆ
Ｅ
鋼
材
）
入
社
。
18
年
横

浜
事
業
所
鉄
鋼
営
業
部
長
、

20
年
横
浜
事
業
所
横
浜
営
業

部
長
、
21
年
4
月
か
ら
現

職
。
ド
ラ
イ
ブ
、
映
画
鑑
賞
、

写
真
撮
影
、
ギ
タ
ー
や
キ
ー

ボ
ー
ド
と
い
っ
た
楽
器
演

奏
、
毎
日
の
体
力
づ
く
り
な

ど
多
趣
味
。
た
だ
「
引
っ
越

し
で
は
、
ど
う
し
て
も
趣
味

の
道
具
は
後
回
し
。
そ
の
意

味
で
も
ま
ず
は
仕
事
」。67
年

2
月
28
日
生
ま
れ
、
東
京
都

出
身
。

5
月
以
降
、
広
島
地
区

の
中
板
相
場
が
一
段
高
と

な
り
そ
う
だ
。
全
国
的
な

需
給
ひ
っ
迫
を
受
け
、
地

区
流
通
の
在
庫
不
足
は
月

を
追
う
ご
と
に
深
刻
化
し

て
い
る
。
ナ
イ
モ
ノ
高
が

継
続
す
る
中
、
価
格
交
渉

よ
り
も
調
達
を
優
先
す
る

ユ
ー
ザ
ー
が
徐
々
に
増
え

て
い
る
よ
う
だ
。

現
在
の
市
中
相
場
は
熱

延
鋼
板（
板
厚
3
・
2
㍉
、

4
×
8
サ
イ
ズ
）
が
ト
ン

8
万
3
0
0
0
円
、
酸
洗

鋼
板
（
1
・
6
㍉
／
2
・

3
㍉
）
が
9
万
3
0
0
0

円
。
冷
延
鋼
板
（
1
・
0

㍉
）
は
10
万
円
、
表
面
処

理
鋼
板
は
電
気
め
っ
き
・

熱
延
（
1
・
6
㍉
／
2
・

3
㍉
）
で
10
万
6
0
0
0

円
ど
こ
ろ
。

流
通
は
在
庫
確
保
に
奔

走
し
て
い
る
が
、
メ
ー
カ

ー
か
ら
の
供
給
量
が
限
ら

れ
て
い
る
。「
す
で
に
用
意

で
き
な
い
サ
イ
ズ
も
あ

り
、
来
月
か
ら
は
さ
ら
に

品
薄
と
な
る
品
種
が
増
え

そ
う
」（
流
通
筋
）
と
、
今

後
の
在
庫
確
保
に
危
機
感

を
募
ら
せ
て
い
る
。

地
区
の
需
要
は
製
造
業

向
け
で
回
復
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
建
築
向
け
は
停

滞
感
が
強
い
。
荷
動
き
は

鈍
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る

が
、「
出
庫
以
上
に
仕
入
れ

量
が
減
っ
て
い
る
」（
同
）。

当
面
も
需
要
好
転
は
見
込

め
な
い
が
、
市
中
在
庫
は

減
少
が
続
く
見
通
し
。

流
通
は
メ
ー
カ
ー
の
値

上
げ
を
受
け
、
仕
入
れ
コ

ス
ト
の
上
昇
が
続
い
て
い

る
。
適
正
価
格
の
販
売
に

努
め
て
い
る
が
、
需
要
が

振
る
わ
な
い
こ
と
か
ら
価

格
転
嫁
は
遅
れ
て
い
た
。

今
後
は
需
要
家
と
の
価
格

交
渉
が
し
や
す
い
状
況
が

続
く
と
み
ら
れ
、
市
中
相

場
は
夏
ご
ろ
ま
で
上
伸
基

調
で
推
移
し
そ
う
だ
。

九
州
経
済
産
業
局
が
こ

の
ほ
ど
発
表
し
た
九
州
主

要
経
済
指
標
に
よ
る
と
、

2
0
2
1
年
2
月
の
九
州

地
区
粗
鋼
生

産
は
1
0
8

万
7
0
0
0

㌧
で
前
年
同

月
比
5
・
8

％
減
と
な
っ

た
。新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大

の
影
響
で
昨

年
6
月
に
94

万
㌧
を
記
録

し
た
が
、
7
月
以
降
は
回

復
。
し
か
し
1
月
に
続
い

て
2
カ
月
連
続
で
前
年
同

月
比
減
少
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
自
動
車
生
産
が
半
導

体
不
足
を
受
け
て
減
産
を

行
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
造
船
や
中
小

建
築
物
件
の
低
調
も
影
響

し
た
。

自
動
車
は
完
成
車
メ
ー

カ
ー
が
高
い
レ
ベ
ル
の
生

産
計
画
を
持
っ
て
い
る

が
、
足
元
は
半
導
体
不
足

の
影
響
で
生
産
を
抑
制
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
半

導
体
不
足
の
解
消
が
待
た

れ
る
と
こ
ろ
。

九
州
運
輸
局
が
こ
の
ほ

ど
ま
と
め
た
資
料
に
よ
る

と
1
月
の
管
内
（
九
州
7

県
と
山
口
県
西
部
）
13
社

の
造
船
竣
工
量
は
23
万
8

8
6
1
総
㌧
で
前
年
同
月

比
61
・
7
％
減
と
な
り
、

2
カ
月
ぶ
り
マ
イ
ナ
ス
。

受
注
量
は
2
カ
月
連
続
、

竣
工
船
価
は
2
カ
月
ぶ
り

に
前
年
同
月
を
下
回
る
な

ど
厳
し
い
状
況
が
続
く
。

受
注
量
は
4
カ
月
連
続

の
受
注
ゼ
ロ
を
回
避
し
た

昨
年
12
月
に
続
き
受
注
が

あ
っ
た
も
の
の
、
前
年
同

月
比
70
・
6
％
減
の
6
万

5
6
2
0
総
㌧
で
前
月
に

比
べ
て
減
少
幅
は
拡
大
。

竣
工
船
価
は
同
55
・
4
％

減
の
2
4
1
億
5
3
0
0

万
円
だ
っ
た
。

西
日
本
建
設
業
保
証
広

島
支
店
が
発
表
し
た
2
0

2
0
年
度
（
4
―
3
月
）

の
中
国
地
区
の
公
共
工
事

動
向
に
よ
る
と
、
請
負
金

額
は
前
年
度
比
4
・
5
％

減
の
9
2
3
0
億
3
7
0

0
万
円
だ
っ
た
。
保
証
取

扱
件
数
は
同
8
・
2
％
減

の
1
万
7
9
2
7
件
と
な

り
、
金
額
、
件
数
と
も
に

減
少
し
た
。

県
別
の
請
負
金
額
は
鳥

取
県
が
1
0
2
5
億
5
3

0
0
万
円
（
前
年
度
比
9

・
3
％
減
）、島
根
県
が
1

4
6
1
億
9
0
0
0
万
円

（
同
13
・
4
％
減
）、岡
山

県
が
1
8
6
5
億
6
0
0

万
円
（
同
5
・
9
％
減
）、

広
島
県
が
3
0
7
5
億
8

1
0
0
万
円
（
同
4
・
3

％
増
）、山
口
県
が
1
8
0

2
億
6
0
0
万
円
（
同
5

・
7
％
減
）
で
、
広
島
県

を
除
く
4
県
で
減
少
し

た
。発

注
者
別
で
は
国
が
1

6
6
3
億
2
9
0
0
万
円

（
同
4
・
8
％
減
）、独
立

行
政
法
人
等
が
6
9
4
億

4
8
0
0
万
円
（
同
32
・

6
％
増
）、県
が
2
8
2
5

億
7
0
0
万
円
（
同
13
・

5
％
減
）、市
町
村
が
3
3

4
2
億
7
9
0
0
万
円

（
同
10
・
1
％
減
）、そ
の

他
公
共
団
体
が
7
0
4
億

7
2
0
0
万
円
（
同
73
・

4
％
増
）
と
な
っ
た
。

国
土
交
通
省
・
中
国
運

輸
局
が
ま
と
め
た
2
0
2

0
年
10
―
12
月
の
管
内

（
山
口
県
西
部
を
除
く
中

国
地
区
5
県
）
造
船
状
況

に
よ
る
と
、
新
造
船
受
注

量
は
前
年
同
期
比
33
・
3

％
減
の
14
隻
、
総
ト
ン
ベ

ー
ス
で
は
同
38
・
6
％
減

の
13
万
6
2
0
0
総
㌧
だ

っ
た
。
内
訳
は
国
内
船
が

9
隻
、
3
5
0
0
総
㌧
、

輸
出
船
は
5
隻
、
13
万
2

7
0
0
総
㌧
。
新
造
船
の

建
造
量
は
24
隻
（
同
11
・

1
％
減
）、総
ト
ン
ベ
ー
ス

で
61
万
6
9
0
0
総
ト
ン

（
同
31
・
7
％
減
）。国
内
船

は
12
隻
、12
万
6
2
0
0

総
㌧
、輸
出
船
は
12
隻
、49

万
7
0
0
総
㌧
だ
っ
た
。

20
年
12
月
末
時
点
の
手

持
ち
工
事
量
は
、
1
6
9

隻
（
同
27
・
2
％
減
）、総

ト
ン
ベ
ー
ス
で
は
4
9
6

万
3
0
0
0
総
㌧
（
同
33

・
0
％
減
）。

西
日
本
建
設
業
保
証
広

島
支
店
が
ま
と
め
た
3
月

の
中
国
地
区
5
県
の
公
共

工
事
動
向
に
よ
る
と
、
保

証
取
扱
件
数
は
前
年
同
月

比
1
・
0
％
増
の
1
3
1

3
件
、
請
負
金
額
は
同
1

・
7
％
減
の
1
0
1
3
億

4
1
0
0
万
円
と
な
っ

た
。発

注
者
別
で
は
国
が
3

3
1
億
1
4
0
0
万
円

（
前
年
同
月
比
18
・
5
％

増
）、独
立
行
政
法
人
な
ど

が
56
億
2
6
0
0
万
円

（
同
1
2
0
・
9
％
増
）、

県
が
3
3
5
億
9
9
0
0

万
円
（
同
4
・
9
％
減
）、

市
町
村
が
2
4
2
億
9
3

0
0
万
円
（
同
25
・
2
％

減
）、そ
の
他
公
共
団
体
が

47
億
6
0
0
万
円
（
同
1

・
6
％
減
）
と
な
っ
た
。

地
域
別
で
は
鳥
取
県
が

89
億
1
7
0
0
万
円
（
同

9
・
0
％
増
）、島
根
県
が

2
1
0
億
6
0
0
0
万
円

（
同
25
・
9
％
増
）、岡
山

県
が
2
5
5
億
9
1
0
0

万
円
（
同
21
・
5
％
増
）、

広
島
県
が
2
7
8
億
4
2

0
0
万
円
（
同
20
・
9
％

減
）、山
口
県
が
1
7
9
億

2
9
0
0
万
円
（
同
18
・

2
％
減
）。

大
型
工
事
は
、
錦
川
総

合
開
発
事
業
平
瀬
ダ
ム
建

設
工
事
（
山
口
県
岩
国

市
）、小
田
川
付
替
え
南
山

掘
削
他
工
事
（
岡
山
県
倉

敷
市
）、宇
部
市
新
庁
舎
1

期
棟
新
築
（
建
築
主
体
）

工
事
（
山
口
県
宇
部
市
）、

錦
川
総
合
開
発
事
業
平
瀬

ダ
ム
地
滑
り
防
止
工
事

（
第
2
工
区
、
山
口
県
岩

国
市
）、波
積
ダ
ム
建
設
事

業
波
積
ダ
ム
本
体
建
設
工

事
（
島
根
県
江
津
市
）
な

ど
。

四国の鉄鋼相場
（4月26日現在、右は来週の見通し。単位 :トン、円）
異形棒鋼（SD295、直送） 78,000↗
平鋼（6×50） 94,000↗
等辺山形鋼（6×50） 86,000↗
溝形鋼（6.5×75×150） 86,000↗
H形鋼（5.5×8×200×100） 85,000↗
大径角形鋼管・BCR（12×350×350） 105,000↗
角形鋼管（2.3×100×100） 黒 110,000↗

カラー 120,000↗
軽量C形鋼（2.3×100×50×20） 105,000↗
中板 3.2（4×8） 88,000↗
酸洗鋼板 3.2（4×8） 98,000↗
冷延鋼板 1.6（4×8） 108,000↗
表面処理鋼板1.6（4×8） 123,000↗
厚板 切板 110,000↗
縞鋼板 4.5（4×8） 105,000↗
黒ガス管 50A 150,000↗
一般構造用鋼管48.6×2.3 130,000↗
ステンレス鋼板SUS304
ホットカットシート3－6（18Cr－8Ni） 350,000↗
鉄スクラップ価格 H2 姫路 42,500↗

H2 大阪 43,500↗
東京製鉄岡山・陸 特級（H2） 43,000↗

高松・陸 特級（H2） 42,000↗
※鋼材価格は置場渡し価格、鉄スクラップは購入価格
△は値上がり、▼は値下がり 毎週火・金曜日に掲載

日刊産業新聞21.4.27

二
・
三
次
加
工
で
新
規
開
拓

井村 敏一氏井村 敏一氏
JFE鋼材・中国

延原専務来山社長


